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北区地域保健福祉計画（素案）に関する 

パブリックコメント実施結果と区の考え方について 

 

１ 意見提出期間 平成２９年１２月１日（金）～平成３０年１月５日（金） 

２ 意見提出者数 ２名（北区ホームページ１名、ＦＡＸ１名） 

３ 意 見 総 数 １５件 

４ 主 な 意 見 

No. 意見の概要 件数 区の考え方 

1 「北区高齢者いきいきサポーター制

度」は、現在の受け入れ施設が高齢

者・障害者施設に偏っている。「やっ

てみよう！ボランティア」等と連動す

るなど、受入団体の門戸を拡充すべき

である。 

1 北区高齢者いきいきサポーター制度

は平成 26 年度末から実施しており、

当初受入機関は高齢者施設のみでし

たが、徐々にその数や種類を拡げてい

るところです。 

現在は、高齢者施設だけではなく、健

康増進センターや育ち愛ほっと館に

も受入機関として登録していただき、

子どもや若い年代の方々との交流を

通した活動が可能となっています。 

受入機関となる施設の安全管理対策

やボランティア活動への需要を考慮

しつつ、今後とも受入機関の拡充を図

ります。 

2 「移動支援事業の実施・充実」は、公

共施設のバリアフリー化や公共交通

ネットワークの構築と一体で検討し、

公共交通の利用を含めた「くらしの足

の確保」の一環として取り組んでいた

だきたい。 

1 移動支援事業の利用者数は、年々増加

傾向にあり、ニーズが高まっていると

考えられます。屋外での移動が困難な

障害者及び障害児が、地域で自立した

生活を送れるようにし、安心して社会

に参加することで、生活の質を充実、

向上させるという移動支援事業の目

的が達成できるように取り組んでま

いります。 

3 NPO・ボランティア団体や町会等の地

域活動におけるネットでの情報共有

は大変重要で、災害時の情報発信にも

強みを発揮することから、「みにきた

Web」の普及・充実化や、Facebook な

どの SNS での情報提供を積極的に行

えるような支援活動を事業化してほ

しい。 

1 情報の提供では、インターネット等に

よる情報発信は大変重要であると認

識しております。区民が必要とする情

報については、日々進歩する ICT 技術

等を駆使して対応していきます。 
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No. 意見の概要 件数 区の考え方 

4 「夏・体験ボランティア」について、

夏休み中も登校日等の学校行事があ

るため、区内中学・高校の情報を北区

NPO・ボランティアぷらざでなるべき

事前につかみ、受け入れ団体に事前に

情報提供していただきたい。 

1 情報の提供では、インターネット等に

よる情報発信は大変重要であると認

識しております。区民が必要とする情

報については、日々進歩する ICT 技術

等を駆使して対応していきます。 

5 「北区協働推進基金」は、ふるさと納

税で協働推進基金への使途限定型寄

付を募るなどし、支援の継続や支援額

の増加に向け努力していただきたい。

1 基金は限りある原資であることを認

識し、より効果的な資金の確保、事業

の継続について検討してまいります。

6 「北区協働推進基金」及び「地域づく

り応援団事業」関わる事務は、現在地

域振興課がすべて行っているが、本来

NPO・ボランティア団体への支援は北

区 NPO・ボランティアぷらざの役割で

あると考える。相談・新生・調整等の

NPO・ボランティア団体窓口事務は北

区 NPO・ボランティアぷらざにその役

割を移行していくことが望ましい。 

1 日頃よりNPO団体やボランティア団体

との関わりを持っている、北区 NPO・

ボランティアぷらざの利点を活かし、

今まで以上に、機能の充実を図ってい

きます。 

7 「NPO・行政連絡会（環境分野）」、い

わゆる環境展について、日程が小学

校、ボランティア団体ともに予定の多

い秋の週末に開催されているため、見

直しをお願いしたい。 

1 講座やイベント等、事業の実施時期に

ついては、区民の参加しやすさなどを

十分に配慮し、もっとも効果的な時期

に実施していきます。 

8 「連続講座」はまだ魅力が不足してい

る。ワークショップ、シンポジウム、

地域の祭りに合わせたイベント、商店

街との協働イベント、NPO 同士の共同

事業など、他区の事例も参考にして魅

力ある口座が開催されることを期待

したい。 

1 講座等の企画においては、他区、他組

織が実施している事例を参考として、

より魅力的な内容としていきます。 

9 「やってみよう！ボランティア」は、

「夏！体験ボランティア」と違い、実

績報告書が公開されていないため、効

果が不明である。情報提供を「みにき

た Web」などネットと連動させるよう

にしていただきたい。 

1 情報の提供では、インターネット等に

よる情報発信は大変重要であると認

識しております。区民が必要とする情

報については、日々進歩する ICT 技術

等を駆使して対応していきます。 
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No. 意見の概要 件数 区の考え方 

10 「地域のきずなづくり推進プロジェ

クト」での地域円卓会議は、参加者が

固定し高齢化が進まないよう、町会未

加入の地域住民や NPO・ボランティア

団体も加わる方向で進めていただき

たい。 

1 地域円卓会議は若手役員等にも出席

を依頼する等、出席者が固定しないよ

うに、各地域において工夫をしていま

す。 

町会未加入の方の出席は、会議本来の

目的から出来かねますが、プロジェク

トの他事業の機会を通じ、声をお聞き

しています。 

NPO･ボランティア団体の出席は、実現

にむけ、地域と協議を継続していきま

す。 

11 「地域のきずなづくり推進プロジェ

クト」での地域円卓会議都は別の枠組

みとして、平時からよそ者とつながっ

ておくことが、災害時の危機管理にお

いて重要と考える。よそ者の支援が地

域住民を元気づけ、地域のきずなを一

層深めていることが多い。 

1 地域円卓会議は地域活動団体の活動

力強化、及び連携を図ることでの地域

力強化を目的としています。 

災害時の準備は地域課題の最たるも

のであり、地域円卓会議では今後、地

域課題の解決について話し合うこと

を想定しています。 

地域円卓会議を契機として他地域の

方とのつながりについても、情報交換

を検討してまいります。 

12 就労継続支援における A 型の指定基

準の見直しにより、収益を上げていく

ことが求められている。賃金として支

払う額も最低賃金であり、B型とは違

う優先調達法の受注など考慮してい

ただきたい。 

・一般企業や区役所での会議でのお弁

当の受注の紹介（紹介ルーツ等） 

・仕入れ先の紹介（農家などと福祉施

設との受託仕組み作りなど） 

1 区では、就労継続支援Ａ型事業所につ

いて、小学校等への給食提供の優先調

達等によって、事業収入拡大のための

支援を行っています。今後について

も、それぞれの事業所の特性をふま

え、事業収入確保に向けた支援に努め

てまいります。 
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No. 意見の概要 件数 区の考え方 

13 「北区防災時ボランティア本部（仮

称）の設置」については、現在、災害

ボランティアセンターの設置・運営マ

ニュアルはあるが、設置・運営の訓練

や被災地での体験については他区に

後れを取っている。関係機関との連絡

調整や役割分担は、訓練を繰り返して

体験しながら整理することが必要で

ある。 

1 発災時には、災害ボランティアセンタ

ーの迅速な立ち上げ、的確な運営が求

められています。そのためには関係者

等によるマニュアルに基づく訓練の

実施やマニュアルの見直しは不可欠

と認識しています。運営訓練について

は、他自治体の事例を参考にするとと

もに、各団体と相互に連携し、これま

での被災地での運営支援の活動実績

を踏まえて、検討を進めてまいりま

す。 

14 「鉄道駅エレベータ等整備事業」につ

いて、特に京浜東北線各駅へのホーム

ドアは、慢性的な列車遅延防止対策と

して、整備の優先順位を上げていただ

きたい。 

1 JR 東日本㈱からは京浜東北線への駅

ホームの更なる安全性向上に向け、整

備時期の前倒し等により対策を進め

ていくと聞いております。いただきま

したご意見については、JR 東日本㈱へ

お伝えさせていただきます。 15 「鉄道駅エレベータ等整備事業」につ

いて、可動式ホーム柵（標準的なホー

ムドア）の設置が技術的に困難又は時

間を要する場合は、昇降式ホーム柵、

センサー付き固定式ホーム柵、柵の設

置位置変更等、適切な形式を採用して

いただきたい。 
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